
前橋空襲爆撃照準点マンホール等の完成披露会の開催について R6/11/12庁議資料

都市計画課

２ マンホール設置のいきさつ

３ 完成披露会の概要

(1) 日時・場所

令和６年11月30日（土）午前10時から20分程度 中央通りグリーンウォーク前

(2) 参加者

小川市長、歴史まちづくり協議会委員、ヒストリックランドマーク専門部会委員

「戦禍の記憶をたどり前橋空襲を語り継ぐウォーキングツアー」（文化国際課主催）参加者

(3) 内容

・爆撃照準点説明板及び旧町名（桑町）案内板のお披露目

・爆撃照準点マンホールのお披露目及び打ち水の儀

・手島仁氏（(一財)群馬地域学研究所代表理事）による解説

※設置箇所、デザイン等については次頁のとおり

歴史まちづくり計画に位置づけられている「ヒストリックランドマーク整備事業」の一環で、なおかつ、本年度中に開館が予定されている

「前橋空襲と復興資料館」の関連事業として実施した。

桑町案内板については、旧町名案内板設置の皮切りとなるもので、今後も一部の既存道路案内板を活用し、旧町名案内板として改修

を進める予定

４ その他

本事業は、一般財団法人ぐんま食と歴史文化財団の助成金（100％充当）を活用して実施した。

１ 事業の概要

前橋空襲で米軍がターゲットにしたとされる「爆撃照準点」に目印としてマンホールを設置するとともに、中央通りのグリーンウォークに

説明板を設置する。

また、当時の町名として使用されていた「桑町」の案内板についても併せて設置する。
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５ 配置イメージ

●桑町案内板及び爆撃照準点説明板については、それぞれ中央
通りのグリーンウォークエントランスの左壁面に設置する。

●マンホールについては、丁字路内にある下水道用のマン
ホールを交換する形で設置する。

６ デザインイメージ ※各文面や画像については、設置に併せて市HP上で公開する。

※爆撃照準点とは
米軍が爆撃地点を指定する際に、いくつもの区画で同時に火災
が発生するような地点を指定し、そこを目掛けて空爆を行ったとさ
れ、その地点を爆撃照準点（又は爆撃中心点）と呼ぶ。
日本全国では65都市にあるとされ、仙台市には銘板、長岡市に
は碑が設けられている。


